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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部に多画面表示が可能な放送受信装置であって、
　多画面表示中に、視聴予約に基づく表示開始時間が近づいた時点で、対象となる視聴予
約番組とは異なる画面表示の全てを非表示にする表示制御を行う表示制御部を有する放送
受信装置において、
　前記非表示にする画面表示に、Ｗｅｂブラウザによる画面表示が含まれており、前記Ｗ
ｅｂブラウザによる画面表示を非表示にする際に、Ｗｅｂブラウザ用のメモリ領域を開放
し、番組表示用のメモリ領域として割り当てることを特徴とする放送受信装置。
【請求項２】
　前記表示制御部は、Ｗｅｂブラウザによる画面表示を優先的に非表示とすることを特徴
とする請求項１に記載の放送受信装置。
【請求項３】
　前記表示制御部は、前記非表示にした領域を利用して残された番組を拡大表示する制御
を行うことを特徴とする請求項１又は２に記載の放送受信装置。
【請求項４】
　多画面表示が可能な放送受信装置における表示制御方法であって、
　多画面表示中に、予約視聴開始時間が近づいた時点で、現在表示中の番組のうちの少な
くとも１つの番組を非表示にし、対象となる視聴予約番組を前記非表示の領域に拡大して
表示するステップと、
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　前記非表示にする画面表示に、Ｗｅｂブラウザによる画面表示が含まれているか否かを
判定するステップと、
　前記Ｗｅｂブラウザによる画面表示を優先的に非表示とするステップと、
　前記Ｗｅｂブラウザによる画面表示を非表示にする際に、Ｗｅｂブラウザ用のメモリ領
域を開放し、番組表示用のメモリ領域として割り当てるステップと、を有することを特徴
とする表示制御方法。
【請求項５】
　請求項４に記載のステップをコンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタル放送受信装置に関し、特に視聴予約が設定されている場合における
多画面表示に関する表示制御技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アナログ放送受信装置が主流であったころから、１表示部に複数の番組を表示させる技
術が利用されていた。さらに、デジタル放送受信装置が主流になりつつある現在において
は、多画面表示可能な装置が一般的になってきている。例えば、特許文献１に記載のデジ
タル放送受信装置では、テレビの表示画面とインターネット画面を２画面で表示する技術
が記載され、これらの画面をスムーズに切り換える技術も公開されている（例えば特許文
献１参照）。特許文献１に記載の技術は、二画面表示を起動させる度に、いかなる映像信
号の組合わせによるに二画面表示を行なわせるか選択するための画面表示を行なって、選
択された内容の二画面表示を実行させるものである。また、二画面表示を起動させた際に
、予め設定した映像信号の組合わせによる画面表示が実行されるようにし、その状態から
二画面の内容の切換えと、一画面表示への切換えをサイクリックに実行させることを提案
している。
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２４４７１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　図６は、多画面表示技術を利用したテレビ画面表示の切り替えの様子の一例を示す図で
ある。例えば、テレビの表示画面４０１において、ＴＶの一画面表示４０１から、２画面
表示２０５・２０７、Ｗｅｂ１画面表示２１１、ＴＶ２１３とＷｅｂ２１５の２画面表示
、ＴＶ２１７・２２１とＷｅｂ２１５の３画面表示というように、画面表示をＷｅｂとＴ
Ｖとで決められた最大表示画面数までの間であれば任意に表示することができる。
【０００５】
　また、図７（ａ）から（ｃ）までは、デジタル放送受信装置における多画面表示技術に
基づく表示の切り替わりの典型的な例を示す図である。例えば、図７（ａ）のように表示
画面１０１において領域１０５に表示されている１４１チャネルの番組１４１を視聴して
いる場合に、１０３チャネルに切り替えると（１０５ａ）、表示画面１０１には切り替え
た番組の表示１０３がなされる。この例は、１画面表示において番組のチャネルを変更し
た例である。図７（ｂ）に示すように、表示画面１０１に１４１チャネルのＴＶ番組１１
１と、Ｗｅｂブラウザによる表示１１７とが表示されている。ここで、チャネル１０３に
視聴番組を切り替えると、Ｗｅｂブラウザによる表示１１７はそのまま保持され、番組１
１１の表示（切換による番組ＩＤの変更）とし、番組１４１を非表示とする。この例は、
２画面表示において、一方の画面がＷｅｂに基づく画面であり、他方の画面の番組のチャ
ネルを変更した例である。図７（ｃ）は、２画面のＴＶ表示と１画面のＷｅｂ表示とが行
われている場合の例を示す図である。表示画面１０１には、ＴＶ１２１とＴＶ１２５との
番組に関する２画面表示と、Ｗｅｂブラウザに基づく表示１３１とがなされている。番組
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１４１を番組１０３に変更すると、その他の画面の表示は前の状態を保持し、番組１４１
が番組１０３に切り替わる。この例は、Ｗｅｂを含む３画面表示においてそのうちの番組
に関する１画面を変更した例である。
【０００６】
　とここで、視聴予約した番組を画面全体で見たい場合、 図７（ｃ）の例のように、ユ
ーザ操作によって３画面を解除しなければならないが、３画面中のうちの１画面のみが切
り替わったとしてもユーザは気づかない可能性がある。加えて、ＨＴＭＬブラウザを表示
したまま視聴予約を行った番組でデータ放送を利用可能にする場合に、インターネットに
利用されるＨＴＭＬブラウザ用のメモリと、データ放送向けの記述言語でＢＳデジタル放
送、１１０度ＣＳデジタル放送、地上デジタル放送で使用されているテレビに利用される
ＢＭＬブラウザ用のメモリと、を１つの機器において別々に持つ必要があるという問題が
ある。
【０００７】
　また、ＨＴＭＬブラウザとＢＭＬブラウザで同一のメモリ領域を共用する構成の場合、
視聴予約開始時にＨＴＭＬブラウザが起動していると、ＢＭＬブラウザを起動できないた
め視聴予約した番組のデータ放送が利用できないという問題がある。
【０００８】
　本発明は、多画面表示中に視聴予約処理を行うことができる装置であってインターネッ
トとテレビ放送とを共存可能な構成において、視聴予約が設定されている場合に、多画面
表示に必要なメモリ容量を低減することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一観点によれば、表示部に多画面表示が可能な放送受信装置であって、多画面
表示中に、視聴予約に基づく表示開始時間が近づいた時点で、対象となる視聴予約番組と
は異なる画面表示のうちの少なくともいずれかを非表示にする表示制御を行う表示制御部
を有することを特徴とする放送受信装置が提供される。また、表示部に多画面表示が可能
な放送受信装置であって、多画面表示中に、視聴予約に基づく表示開始時間が近づいた時
点で、対象となる視聴予約番組とは異なる画面表示の全てを非表示にする表示制御を行う
表示制御部を有することを特徴とする放送受信装置が提供される。これにより、予約視聴
に基づく番組が表示されたことをユーザに報知することができる。
【００１０】
　前記非表示にする画面表示に、Ｗｅｂブラウザによる画面表示が含まれていても良い。
この場合には、前記表示制御部は、Ｗｅｂブラウザによる画面表示を優先的に非表示とす
ることが好ましい。また、前記Ｗｅｂブラウザによる画面表示を非表示にする際に、Ｗｅ
ｂブラウザ用のメモリ領域を開放し、番組表示用のメモリ領域として割り当てるようにす
ると良い。
【００１１】
　本発明の他の観点によれば、多画面表示が可能な放送受信装置における表示制御方法で
あって、多画面表示中に、予約視聴開始時間が近づいた時点で、現在表示中の番組をうち
の少なくとも１つの番組を非表示にし、対象となる視聴予約番組を前記非表示の領域に拡
大して表示するステップを有することを特徴とする表示制御方法が提供される。前記非表
示にする画面表示に、Ｗｅｂブラウザによる画面表示が含まれているか否かを判定するス
テップと、前記Ｗｅｂブラウザによる画面表示を優先的に非表示とするステップと、を有
することが好ましい。また、前記Ｗｅｂブラウザによる画面表示を非表示にする際に、Ｗ
ｅｂブラウザ用のメモリ領域を開放し、番組表示用のメモリ領域として割り当てるステッ
プを行うことが好ましい。本発明は、上記方法をコンピュータに実行させるためのプログ
ラムであっても良い。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、視聴予約に基づいて番組表示を変更する際に、Ｗｅｂ表示を含む画面
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表示中であるか否かを判定し、Ｗｅｂを含む場合には、ＨＴＭＬブラウザに割り当てられ
ているメモリ領域を開放し、ＢＭＬブラウザにとって必要なメモリ領域として確保するこ
とができるため、メモリ領域の有効利用が可能であるという効果がある。さらに、表示部
における表示画面数を減少させて、好ましくは視聴予約番組に基づく表示のみにすること
で、ユーザに視聴予約が開始することを報知することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の一実施の形態によるデジタル放送受信装置について、図面を参照しなが
ら説明を行う。図１は、本実施の形態によるデジタル放送受信装置の一構成例を示す機能
ブロック図である。図１に示すように、本実施の形態によるデジタル放送受信装置Ａは、
多画面表示が可能なように、アンテナ１と、フロントエンド回路（Ａ）３、デマルチプレ
クサ（Ａ）５、映像・音声デコード部（Ａ）７と、フロントエンド回路（Ｂ）１１、デマ
ルチプレクサ（Ｂ）１５、映像・音声デコード部（Ｂ）１７と、タイマ２４と、を有する
。それぞれのフロントエンド回路には、チューナ回路とＩＦ復調回路及びＤＣ－ＤＣコン
バータ回路が集積化されている。これらの２系統の入力が、画面合成部２１により合成さ
れて表示画面３５に表示され、また、音声切換部３３において、音声出力部（Ａ）３７と
音声出力部（Ｂ）４１とに出力される。
【００１４】
　さらに、一般的な構成として、プログラムなどを記憶するＲＯＭ２５とプログラムを展
開して高速処理するＲＡＭ２３と、全体を制御する制御部（ＣＰＵ）２７と、リモコン信
号を受光するリモコン受光部４５とを有している。加えて、イーサネット部４３が設けら
れており、さらに、制御部２７にはＨＴＭＬブラウザ３１とＢＭＬブラウザ３２とが設け
られ、デジタル放送受信器Ａの番組に基づく表示に加えて、インターネット経由で取得し
たコンテンツなどを取得して表示画面３５に表示させることも可能である。但し、デジタ
ル放送受信装置用のＢＭＬブラウザとＨＴＭＬブラウザは共にＲＡＭ２３の多くの領域を
必要とするため、同時に両方を利用することはできない。ＨＴＭＬブラウザ起動中は、デ
ジタル放送のデータ連動機能は利用できないものとする。視聴予約は、リモコン装置から
の操作に基づいて、リモコン受光部４５を介して行われるものとする。尚、ここでは、デ
ジタルＴＶを例にして説明するが、アナログＴＶ、デジタル－アナログ混在テレビ、テレ
ビパソコン、ＴＶ機能付き携帯端末なども本発明の範疇に入ることは言うまでもない。
【００１５】
　図２は、視聴予約が設定されている場合の画面表示例を示す図である。図２に示すよう
に、表示画面３５においてＴＶチャネル表示領域７３に表示されている１４１チャネルの
テレビ番組７１の画面表示を行っている場合であって、１０：００分から１０３チャネル
のＴＶ番組の視聴予約を行っている場合には、例えば１０：００の３０秒前になったこと
をタイマ２４で検知すると、これから視聴するＴＶ番組７５の表示とＴＶチャネル表示領
域７７に示されるチャネル１０３への自動選局を予め行っておく。このように、視聴予約
番組のチャネルに事前に選局しておくことで、実際の視聴予約時間には確実に視聴予約し
た番組を視聴することができる。
【００１６】
　図３は、本実施の形態による画面表示制御処理の流れの一例を示すフローチャート図で
あり、図４は、上記図２に示す技術を応用し図３に示す処理の流れに基づく本実施の形態
による多画面表示技術における視聴予約に基づく画面表示例を示す図である。
【００１７】
　図３に示すように、まず、ステップＳ１において、予め設定されていた視聴予約に基づ
く視聴に関する処理が開始されると（例えば視聴予約の２分前など）、ステップＳ２にお
いて、現在、テレビが多画面表示中であるか否かを判断する。多画面表示中であれば（Ｙ
ｅｓ）ステップＳ３に進み、一画面表示に切り替える。多画面表示中でなければ（Ｎｏ）
、ステップＳ３をスルーする。いずれの場合もステップＳ４に進む。ステップＳ４におい
て、ＨＴＭＬブラウザを搭載しているか否かを判定し、搭載していなければ（Ｎｏ）ステ
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ップＳ７に進む。搭載していれば（Ｙｅｓ）、ステップＳ５に進みＨＴＭＬブラウザが起
動中であるか否かを判定する。起動していなければ（Ｎｏ）ステップＳ７に進み、起動し
ていれば（Ｙｅｓ）ステップＳ６に進みＨＴＭＬブラウザに割り当てられているメモリ領
域を開放し、ステップＳ７に進む。ステップＳ７において、ＢＭＬブラウザが起動中であ
るか否かを判定する。起動していなければ（Ｎｏ）ステップＳ９に進み、起動していれば
（Ｙｅｓ）ステップＳ８に進みＢＭＬブラウザに割り当てられているメモリ領域を開放し
、ステップＳ９に進む。ステップＳ９において、視聴予約されているチャネルに選局し、
ステップＳ１０においてＢＭＬブラウザに必要なメモリ領域を確保する。次いで、ＢＭＬ
ブラウザを起動し、処理を終了する（ステップＳ１２）。
【００１８】
　図４においては、上側に示す３通りの図は、いずれもＷｅｂを含む１画面又は２画面以
上の表示を行っている場合に、視聴予約に基づく画面表示の変更例を示す図である。そこ
から下側に示す画面表示例へと、図３に示す処理の流れに沿って矢印に示すように遷移さ
せることができる。左上の画面は、表示画面３５にＴＶ１表示５１とＷｅｂ表示５３とが
表示されている２画面表示の例であり、Ｗｅｂ表示を中止することにより、下図に示すよ
うに、ＴＶ３の一画面表示６１に切り替わる。ここで、領域６３には１０３で示すように
視聴予約されている番組ＴＶ３のチャネル番号が表示される。
【００１９】
　上図の真ん中の図は、表示画面３５にＴＶ１画面５５とＴＶ２画面５７とＷｅｂ画面５
３とが表示されている３画面表示の例を示す図である。この場合も、上記と同様に、視聴
予約前に例えば選局を自動的に切り替えることにより、領域６３に１０３で示すように視
聴予約されている番組ＴＶ３表示６１の一画面表示に表示画面３５の表示が切り替わる。
尚、この場合には必ずしも１画面表示ではなく視聴予約を行う１画面とその他の１画面と
の２画面にし、さらに、視聴予約を行った１画面の表示を拡大する表示制御を行うように
しても良い。視聴予約以外の番組又はＷｅｂのうちいずれを残すかに関しては、ユーザの
指定によっても良いし、予め設定により決めておいても良い。ブラウザによるメモリ占有
の問題を解消できる利点があるため、Ｗｅｂの方を非表示にするのが一般的には好ましい
。
【００２０】
　上図の右側の図は、表示画面３５にＷｅｂ画面５３ａが表示されている１画面表示の例
を示す図である。この場合も、上記と同様に、視聴予約前に例えば選局を自動的に切り替
えることにより、領域６３に１０３で示すように視聴予約されている番組ＴＶ３表示６１
の一画面表示に表示画面３５の表示が切り替え、Ｗｅｂを非表示にする。
【００２１】
　以上に説明したように、視聴予約に基づいて番組表示を変更する際に、Ｗｅｂ表示を含
む画面表示中であるか否かを判定し、Ｗｅｂを含む場合には、ＨＴＭＬブラウザに割り当
てられているメモリ領域を開放し、ＢＭＬブラウザにとって必要なメモリ領域として確保
することができるため、メモリ領域の有効利用が可能であるという効果がある。さらに、
表示部における表示画面数を減少させて、好ましくは視聴予約番組に基づく表示のみにす
ることで、ユーザに視聴予約が開始することを報知することができる。尚、報知の方法と
しては、表示画面にその旨を文字等で表示することも可能であるが、画面を文字等で隠す
ことなく洗練された報知の方法ということができる。
【００２２】
　図５は、上記図３及び図４に示す技術の変形例による多画面表示技術における視聴予約
に基づく画面表示例を示す図である。図５においては、上側に示す３通りの図は、予約視
聴に基づく表示切り替え前の画面表示例を示す図でありＷｅｂ画面は含まれていない。上
側から下側に示す画面表示例へと、矢印に示すように遷移させることができる。左上の画
面は、表示画面３５にＴＶ１表示３７とＴＶ２表示３９とが表示されている２画面表示の
例であり、視聴予約前に例えば選局を自動的に切り替えることにより、領域４８に１０３
で示すように視聴予約されている番組ＴＶ３表示４７の一画面表示に表示画面３５の表示
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が切り替わる。尚、視聴予約前のＴＶ１表示３７又はＴＶ２表示３９が視聴予約番組と同
じチャネルの場合には、選局は切り替えずに表示を１画面表示に切り替え、予約対象外の
画面表示を非表示にする。
【００２３】
　上図の真ん中の図は、表示画面３５にＴＶ１画面３７とＴＶ２画面４１とＴＶ３画面３
９とが表示されている３画面表示の例を示す図である。この場合も、上記と同様に、視聴
予約前に例えば選局を自動的に切り替えることにより、領域４８に１０３で示すように視
聴予約されている番組ＴＶ３表示４７の一画面表示に表示画面３５の表示が切り替わる。
尚、この場合には必ずしも１画面表示ではなく視聴予約を行う１画面とその他の１画面と
の２画面にして、視聴予約を行った１画面の表示を拡大する表示制御を行うようにしても
良い。視聴予約以外の番組のうちいずれを残すかに関しては、ユーザの指定によっても良
いし、予め設定により決めておいても良い。
【００２４】
　上図の右側の図は、表示画面３５にＴＶ１画面４５が表示されている１画面（子画面）
表示の例を示す図である。この場合も、上記と同様に、視聴予約前に例えば選局を自動的
に切り替えることにより、領域４８に１０３で示すように視聴予約されている番組ＴＶ３
表示４７の一画面表示に表示部３５の表示が切り替える。この際、子画面表示を全面表示
に切り替えることで、ユーザに視聴予約番組が始まることを洗練された方法で報知するこ
とができるという利点がある。
【００２５】
　尚、上記実施の形態では、デジタル放送受信装置を例にして説明したが、アナログ放送
が混在していても良いのは言うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００２６】
　本発明は、多画面表示が可能なデジタル放送受信装置に利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本実施の形態によるデジタル放送受信装置の一構成例を示す機能ブロック図であ
る。
【図２】視聴予約が設定されている場合の画面表示例を示す図である。
【図３】本実施の形態による画面表示制御処理の流れの一例を示すフローチャート図であ
る。
【図４】図２に示す技術を応用し図３に示す処理の流れに基づく本実施の形態による多画
面表示技術における視聴予約に基づく画面表示例を示す図である。
【図５】本発明の実施の形態の変形例による画面表示例を示す図であり、図４と対応する
別の表示例を示す図である。
【図６】多画面表示技術を利用した一般的なテレビ画面表示の切り替えの様子の一例を示
す図である。
【図７】図７（ａ）から（ｃ）までは、デジタル放送受信装置における多画面表示技術に
基づく表示の切り替わりの一般的な例を示す図である。
【符号の説明】
【００２８】
Ａ…デジタル放送受信装置、１…アンテナ、３…フロントエンド回路（Ａ）、５…デマル
チプレクサ（Ａ）、７…映像・音声デコード部（Ａ）、１１…フロントエンド回路（Ｂ）
、１５…デマルチプレクサ（Ｂ）、１７…映像・音声デコード部（Ｂ）、２１…画面合成
部、２３…ＲＡＭ、２４…タイマ、２５…ＲＯＭ、２７…制御部（ＣＰＵ）、３１…HTML
ブラウザ、３２…ＢＭＬブラウザ、３３…音声切換部、３５…表示部、３７…音声出力部
（Ａ）、４１…音声出力部（Ｂ）、４５…リモコン受光部。
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